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第6章 進捗管理 

6-1 計画の推進体制 

本計画の推進にあたっては、各関係機関が計画理念・目標等を共有し、相互に連携・協

働して施策を進めることが重要です。そのためには、それぞれの役割分担を明確にして、

主体的に行動していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 各関係機関別の役割分担イメージ 

  

行政 

 計画の推進のための積極的かつ継続的な施策実施 

 継続的な関連情報の提供と PR 

 各関係機関の主体的な取組への支援、関係機関間調整の実施 

 定期的な計画の進捗管理 

市民 

 日常生活における公共交通

等の積極的な利用や適切な

自動車利用 

 行政や事業者が行う施策や

取組への積極的な協力 

事業者 

 施策推進に向けた行政・市

民・他交通事業者との連携 

 安全性・円滑性に配慮した交

通サービスの継続的な提供 
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6-2 点検・評価 

計画の推進にあたっては、計画に基づく施策の実施状況や成果を定期的に把握・点検し、

その結果をその後の対策の実施や計画の見直し等に反映させていくことが必要です。 

本計画では、関連各課による施策・事業に関する事業評価を行うとともに、ＰＤＣＡサ

イクルによる効率的な行政運営を目指していきます。 

 

 点検・評価の実施スケジュール 

計画目標の実現に向けて計画を推進していくためには、定期的な進捗管理を行うと

ともに、計画期間中の社会経済情勢の変化や目標の達成状況を踏まえ、必要に応じて計

画を見直す必要があります。 

点検・評価の実施スケジュールのイメージを下図に示します。 

 

 

 

 

 

 

図 点検・評価の実施スケジュール 

  

5年後

10年後 目標の
実現 

定期的な進捗管理 

目標の達成状況の評価 
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 評価指標 

計画に基づく施策の実施状況を定期的に把握・点検するための評価指標を下表の通

り設定します。なお、ＰＤＣＡサイクルによる施策・事業実施による効果発現状況に応

じて目標値を見直すことがあります。 

 

表 計画目標の達成状況の評価指標 

目標 

   

評価指標 現況値 目標値 

(R22(2040)) 

点検時期 

①産業振興・

中心市街地活

性化等に資す

る交通環境の

実現  

まちなかの歩行者通行量※1 2,479 人  2,800 人  毎年  

国道 50 号の混雑度※2 
1.2 1.0 未満  5 年毎  

おーバス小山駅・間々田駅１
日平均乗降数※3 

小山駅 ：1,647 人  
間々田駅：   146 人  

小山駅 ：5,000 人  
間々田駅：   400 人  

毎年  

新技術を活用したシェアリ
ング型パーソナルモビリテ
ィ等の年間利用者数※4 

3,372 人  
(シェアサイクル ) 

1 万人  毎年  

新 4 号国道沿線工業団地か
ら IC までの混雑時所要時間
※5 

49 分  39 分  5 年毎  

【参考】中心市街地への通過
交通の流入台数※5 ※a 

43 千台 /日  38 千台 /日  5 年毎  

【参考】小山市通過交通のう
ち、主要幹線道路を利用する
交通の走行台キロ割合※5 ※a 

50% 54％  5 年毎  

【参考 :整備水準評価指標】  
都市計画道路（幹線道路）の
整備率※6 

80% 90％  毎年  

【参考 :整備水準評価指標】  
環状線の整備率※6 30％  概ね 8 割  毎年  

②定住人口と

交流人口の増

加に向け、子

育て世代や交

通弱者、来訪

者等がより移

動しやすい環

境の実現  

外出率（特に若者、高齢者）
※7 

若者 ：82％  
高齢者：58％  

若者 ：90％  
高齢者：65％  

20 年後  

市民の「道路や公園等の整
備」に関する満足度※8 

21％  30％  5 年毎  

市民の「コミュニティバスの
運行」に関する満足度※8 

22％  30％  5 年毎  

利便性の高いバス人口カバ
ー率※9 

25％  65％  5 年毎  

おーバス年間利用者数※4 713,403 人  210 万人  毎年  

noroca 年間販売数（障害者・
学生）※3 

40 枚  
(4 カ月) 

350 枚  毎年  

子育て世代の私用目的トリ
ップ数（送迎除く）※7 

0.38 トリップ  0.44 トリップ  20 年後  

国道 50 号の混雑度【再掲】  1.2 1.0 未満  5 年毎  

交通事故年間発生件数※10 364 件  現況値以下  毎年  
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表 計画目標の達成状況の評価指標 

目標 

    

評価指標  現況値 

 

目標値 

（2040） 

点検期間 

③ 高 齢 者 の

方々がイキイ

キと活動する

ための外出環

境の実現  

高齢者の外出率※7 58％  65％  20 年後  

高齢者の私用目的での 1 日
平均外出滞在時間※7 

74 分  82 分  20 年後  

高齢者の「コミュニティバス
の運行」に関する満足度※8 

27％  35％  5 年毎  

利便性の高いバス人口カバ
ー率【再掲】  

25％  65％  5 年毎  

デマンドバス、互助輸送年間
利用者数※4 

10,437 人  
（デマンドバス） 

2 万人  毎年  

バス終身無料乗車券年間利
用者数※4 

16,834 人  5 万人  毎年  

noroca 年間販売数（高齢者）
※3 

30 枚  
（4 カ月）  

300 枚  毎年  

④技術革新を

見据え、多様な

交通手段を選

べる環境の実

現  

自動車の代表交通手段分担
率※7 

69％  60％  20 年後  

新技術を活用したシェアリ
ング型パーソナルモビリテ
ィ等の年間利用者数【再掲】 

3,372 人  
(シェアサイクル ) 

1 万人  毎年  

おーバス年間利用者数【再
掲】  713,403 人  210 万人  毎年  

デマンドバス、互助輸送年間
利用者数【再掲】  

10,437 人  
（デマンドバス） 

2 万人  毎年  

⑤環境や経営

にやさしい持

続可能な交通

環境の実現  

自動車交通からの CO2 排出
量削減率※5 

－  
（28.9 万 t-CO2）  

24％減  
（21.3 万 t-CO2）  

5 年毎  

自動車の代表交通手段分担
率【再掲】  

69％  60％  20 年後  

国道 50 号の混雑度【再掲】  1.2 1.0 未満  5 年毎  

おーバス年間利用者数【再
掲】  

713,403 人  210 万人  毎年  

【現況値の出典等】  

※1：小山市立地適正化計画 効果指標【平成 30 年(2018)値】  
※2：平成 27 年(2015 年)全国道路・街路交通情勢調査  
※3：小山市資料【令和元年(2019 年 )値】   
※4：小山市資料【平成 30 年(2018 年 )値】  
※5：平成 22 年(2010 年)全国道路・街路交通情勢調査より算出  
※6：小山市都市計画基礎調査(平成 28 年度(2016 年度)) 
※7：平成 30 年(2018 年)小山市パーソントリップ調査結果  
※8：第 7 次小山市総合計画 (平成 28 年(2016 年)3 月)資料編 市民意識調査結果より、「市の取り組みに関する

満足度」のうち、「道路や公園等の整備」「コミュニティバスの運行」に対して、回答者のうち満足・やや
満足と回答した人の割合  

※9：平成 27 年(2015 年 )国勢調査より、運行頻度が 1 時間あたりおおよそ 1 本以上、ピーク時 2 本以上バス
が運行するバス停から半径 300m 圏内の人口を求めて人口カバー率（小山市全人口に占める割合）を算出  

※10：小山市統計年報【平成 30 年(2018 年)値】  

【参考値】 

※a 本値は、分割配分で算出していますが、検討過程において均衡配分のほうが理論的には適切であるという
ご意見をいただき、今後配分手法について検討する必要があり参考値としています。 
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 点検・評価の管理 

計画の運用にあたっては、ＰＤＣＡサイクルの考え方に基づき、定期的な点検・評価

を行い、目標達成状況や社会情勢の変化、上位関連計画との整合を確認しながら、必要

に応じて計画や施策の見直しを行います。 

 

 

 

 

 

改善

(Action)

計画

策定
(Plan)

推進

(Do)

評価

(Check)

目標を設定して、実現する

ための計画を策定 

目標達成に向けて各種取組

を推進 

取組状況と達成状況を把握

し、評価を実施 

評価に基づき、計画を改善 


